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戦
後
七
十
年 

平
和
へ
の
道

庶民の眼から見た戦争

Remember 9.19 !!!!

ど
う
す
れ
ばUnite

出
来
る
か
？
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7 Generations Walk はネイティブアメリカンの「7世代先の

子供達の事を考えて今を生きよ」という教えをもとに日本中

や北米を歩いてメッセージをシェアしています。

http://7gwalk.org

　

７
月
７
日
か
ら
８
月
９
日
の
間
、
戦
後
７
０
年
、
原
爆
７
０
年
を
記
念

し
て
、
戦
没
者
供
養
と
平
和
祈
願
の
為
の
ウ
ォ
ー
ク
「7

 G
en
aratio

n
s 

w
alk
 fo
r p
eace　

2
0
1
5

　

広
島
↓
長
崎
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
ご
賛
同
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
陰
さ
ま
で
無
事
に
歩
き

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
１
０
日
〜
９
月
１
５
日
ま
で
の
間
、
渡
米
し
て
、
サ
ン
ダ
ン
ス
に

参
加
し
た
り
、
聖
地
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
達
の
所
を
訪
ね
て
、
母
な
る
地

球
の
上
、
命
の
道
を
美
の
内
に
歩
い
て
行
く
智
慧
を
学
び
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月
１
８
日
、
私
は
国
会
の

前
に
い
ま
し
た
。
安
保
法
案
が
、
ま
さ
に
可
決
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
て
、
法
案
に
反
対
す
る
デ
モ
を
す
る
為

に
何
万
人
も
の
人
が
毎
日
集
ま
り
、
国
会
前
は
平

和
を
求
め
る
人
の
熱
気
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

日本を再び戦争が出来る国にしたくない！強い意志を共有してい

る皆が国会前に集まっていました。安保法案が可決されてしまう

かもしれないという大きな危機を目の前に違いを越えて協力しよ

う！という皆の思いが感じられたのは素晴らしいことでした。

しかし、９月１９日の未明、法案は可決されてしまいました。

それも、正々堂々という姿からはほど遠いい形で、憲法違反を多

くの学者さんから指摘され、何万人という国会前に集まった人達

や、全国で立ち上がり声を上げている多くの方々の魂からの反対

意見を無視する形で決められてしまった安保法案。

悲しく厳しい現実を目の当たりにしました。

「Remember　９．１９ !!!!」ですね！

　今までは、与党の方々の良心に少しは期待して、交渉をしてい

たわけですが、システム上それは不可能であることが今回判明し

ました。現実的には来年の７月に行われる参議院選挙で与党が、

この暴挙の上に勝利するような事があったらかなりマズイかもし

れません。他にも TPP の問題や放射能の問題もあります。来年

の選挙の前に平和を求める人達が、違いを越えて Unite 

するしか平和を守る方法はないようです。なるほ

ど！そういうことなら！ Unite する為の智慧な

らば僕たちは沢山持っています。

いよいよ、私達の出番かもしれませんね☆彡

そ
れ
に
は
、
私
達
が
本
来
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す

こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て「
思
い
出
す
」

と
は
、
す
で
に
あ
る
現
実
に
気
づ
き
直
す
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は

段
階
的
に
起
こ
り
ま
し
た
。
先
ず
、
現
実
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
ハ
ー
ド
な
部

分
や
残
酷
な
部
分
が
見
え
て
く
る
場
合
が
多
い
で
す
ね
。
平
和
を
考
え
る
場
合
、

戦
争
が
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。
実
際
に
各
地
を
歩
い
て
巡
り
大
切
な
学
び
を
得
ま

し
た
。
空
間
が
繋
が
り
、
過
去
と
現
在
と
未
来
が
繋
が
り
ま
し
た
。
リ
ア
ル
な

そ
の
教
訓
を
忘
れ
な
け
れ
ば
戦
争
を
き
っ
と
防
げ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
今
こ
こ
」
と
も
繋
が
り
直
せ
ま
し
た
。
母
な
る
地
球
、
空
、
水
、
風

や
愛
と
繋
が
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
実
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
悲

劇
を
直
視
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
命
の
感
動
を
取
り
戻
す
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も
命
が
輝
い
て
い
て
、
力
強

く
て
、
自
分
の
エ
ゴ
な
ど
小
さ
す
ぎ
て
笑
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
、
そ
し
て
、
私

達
が
本
来
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

如
何
に
事
実
に
近
づ
く
か
？
そ
こ
にU

n
ite

と
平
和
の
鍵
が
あ
る
の
で
す
。

東京大空襲の語り部の二瓶さんは言いました。

「戦後から７０年。私は戦争というものがどういうものか

知らない人が戦争を起こすのだと思います。色々な視点があると

思いますが、庶民の目で見た戦争、その中に本当の戦争の姿があ

るです。戦争とはどういうものなのか？それを伝えて、戦争だけ

は食い止めなければなりません」

　私は歩いて戦没者に祈りを捧げながら、体験者にお話を聞くな

どして、その壮絶な事実の一端を知る機会を与えられました。そ

の学びの中で「戦争とは表現することが難しいくらい残酷で、ど

うしよもない悲しみと絶望のかたまりである」と感じました。

特に現代の戦争は戦争と言うよりも大量虐殺の繰り替えしですし、

その悲惨な悲劇を引き換えにして、得るべきものなど何もないと

確信しています。先ず、絶対に変えてはいけないのは、戦後 70 年

守り続けてきた「戦争はしないという前提」です。

　その上で如何に自分達の国を守ろうか？と考えまとめられたの

が、日本国憲法なのです。

　「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と

生存を保持しようと決意した。」憲法前文にもこう書いてあります。

　他を疑って、暴力を呼び込むよりも、皆を信頼し愛して、平和

を守っていこう！という決意が述べられています。僕も心から賛

成ですし、それが、平和を守る上で一番大切なことだと思うのです。

１
９
６
０
年
代
後
半
に

A
IM

（A
m
erican

 in
d
ian
 m
o
v
em
en
t)

は
差
別
や
警
察
の
暴
力
に
対
応
す
る
為

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
７
０
年
代
、
米
政
府
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
撲
滅
法
案
と
も
呼
ば
れ
る
１
１
の
法
案
が

出
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
は
自
分
達
の
生
き
る
権
利
が
奪
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
絶
望
的
な
危
機
に
瀕
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に

A
IM

は
精
神
性
と
運
動
を
結
び
つ
け
、
別
々
だ
っ
た
３
百
以
上
の
部
族
の
意
志
の
深

い
部
分
の
共
鳴
点
を
見
出
し
団
結
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
以
外
の
多
く
の
人
の
協
力
も
得
て

W
o
u
n
d
ed
 k
n
ee 

や L
o
n
g
est W

alk
 

な
ど
困
難
で
命
が
け
の
行
動
に
よ
っ
て
生
き
る
権
利
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

日
本
の
私
達
も
命
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
戦
争
問
題
、
環
境
破
壊
、
放
射
能
、
あ
る
意
味
、
７
０
年
代

の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
達
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
命
を
守
ろ
う
と
す
る
私
達
は

A
IM

が
し
た
よ
う
に
今
こ
そ
エ
ゴ
を
越
え
て
一
つ
に
な
り
、
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の

A
IM

の
リ
ー
ダ
ー
、
デ
ニ
ス
・
バ
ン
ク
ス
師
が
再
来
日
し
ま
す
。
そ
し
て
日
本
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
（h

ttp
://7
g
w
alk
.o
rg
/D
en
n
is2
0
1
5
/in
d
ex
.h
tm
l

）
を
ご
覧
下
さ
い
。
危
機

を
乗
り
越
え
て
き
た
生
き
る
お
手
本
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
祈
り
、
語
り
、
歌
い
、
踊
る
こ

と
で
合
理
的
な
面
と
、
精
神
的
な
面
の
両
方
か
ら
私
達
が
本
来
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
経
験
と
智
慧
を
分
ち
あ
え
る
で
し
ょ
う
！
是
非
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と

1978 年、アメリカ横断の Longest walk に参加

した大鹿村のカズさんから聞いたお話です。

インディアン撲滅法案が可決されそうになっている危機

を目の前にネイティブ達は祈っていたそうです。カズさんは「ど

んなお祈りかな？大統領をやっつけろ！とか白人を倒せ！とい

うお祈りなのかな？」とも思っていたそうですが現実は全然違

いました。ネイティブ達は大統領の幸せも、その家族の幸せも、

白人の幸せも祈っていたそうです。

メディスンホイールの教えに従い、四つの色の人種の人達全て

が輪の内にあり、それぞれの役割があるけれでも、全ては繋がっ

ていることを心から理解していたからこその祈り！なんて、高

次元で崇高でリアルな祈りなのでしょう！カズさんは「この運

動は成功する！」と直観し、やはり大成功を収めました。

母なる地球の上で皆で分かち合って幸せに生きること！それが

ネイティブの願いですので、その願いが成就すれば、大統領も

含めた皆が幸せになりますものね。

ネイティブは「母なる地球と自分の関係性を先ず学んでから、

行動しなさい」と教えてくれます。母なる地球の愛は私達のエ

ゴや弱さを包み込んで愛しつくすほど、大きくて強いことをネ

イティブは知っていたのですね。だから、そんな風に祈れたの

かもしれません。私達に今、必要なことはそんな、真実に目覚

めることかもしれませんね。

メディスンホイール

～７Generations Walk コンセプト 2015 ～

☆

人間社会を命の道に戻していく為に　

命の源と繋がっているムーブメントを続けて行きたい。

命の奇跡を実感し、満たされている人達と共に

今この大いなる変化の時

ご縁ある日本の土地で

母なる地球との繋がりを保ち調和の内に命の道を歩み続けることで

7世代先まで持続可能で健康なコミニティーを再構築したい。

☆

人は物質的、合理的な充足だけでは満たされません。生命はいつ

か死という極めて非合理的なものを迎えなければならない運命に

ありますから、人生の最後には物や地位などは全て諦めなければ

なりません。ですから、それ以外に価値観を見出せない場合、恐

怖や不安から逃れられず、満たされることなく、常に、もっともっ

とと求め続け、奪い合い、戦争をすることになりかねないのです。

それでは、生命の神秘や奇跡を理解しようとしている人はどうで

しょうか？太陽や湧き水や植物を見ても分かるように、命の力は

常に湧きだしています。そのサイクルは無限とも思えます。無限

は非合理的ですが素晴らしいものです。その命の力に意識

が向いている人は、分かち合いたくなり、愛に溢れた

活動をして行きます。

私達には社会的革命が必要ですが、それは、この

ような愛の力によるべきだと思うのです。

宗
教
や
集
団
の
中
に
起
こ
り
や
す
い
弊
害
に
つ
い
て
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
集
団
意
識
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
与
え
合
う
喜
び
を
無
く
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
そ
こ
に
は
必
ず
奪
い
合
い
や
不
正
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

私
達
は
一
人
一
人
が
「
無
限
と
繋
が
っ
て
い
る
が
故
に
、
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
い
う
意
志
と
喜
び
の
も
と

に
集
ま
る
集
団
で
あ
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
故
か
と
い
う
と
自
然
が
そ
う
だ
か
ら
で
す
。
自
然
社
会

は
愛
の
循
環
で
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
木
々
や
草
花
や
あ
り
と
あ
ら
え
る
も
の
が
対
価
を
求
め
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
与
え
あ
っ
て
無
限
の
循
環
を
う
み
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
命
の
道
で
す
。
そ
れ
が

持
続
可
能
な
人
間
社
会
の
意
識
的
な
基
礎
に
な
る
べ
き
で
す
し
、
活
動
も
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
で
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
愛
の
循
環
と
繋
が
り
を
産
み
出
す
活
動
を
し
て
行
き
た
い
で
す
。
私
達
は
戦
争
の
悲
惨
さ
や
残

忍
さ
に
負
け
な
い
、
愛
と
生
命
の
強
さ
を
共
有
し
て
い
る
繋
が
り
を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
繋
が
り
を
保
つ
方
法
と
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
は
祈
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
ま
す
。
自
然
と

も
人
間
と
も
あ
ら
ゆ
る
生
命
と
も
そ
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
き
ま
し
た
。
私
達
は
祈
り
人
で
あ
り
、
歌
う
た
い

で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
祈
り
と
歌
と
ウ
ォ
ー
ク
を
通
し
て
、
そ
ん
な
愛
の
繋
が
り
を

強
め
具
現
化
し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
行
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

戦
争
が
二
度
と
起
こ
ら
ず
、
子
供
達
を
守
れ
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ミ
タ
ク
エ
オ
ヤ
シ
ン

戦
争
に
負
け
な
い
愛
の
力
を
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広島→上関→玄海→長崎

http://7gwalk.org

ウォークでいつも思うのですが、真実はやっぱり

現場にあります。情報だけでは現実を知ったこと

にはならないですね。直接聞いたお話には魂のメッ

セージがありました。情報は真実へのリンクであっ

て、そのものではないですね。

そして、現実を適切に受け止められる、感性も大

切です。しっかりとグラウンディングしていない

と、戦争に関わることは、眼を背けてしまいたく

なるくらいハードな面もあります。戦争のことを

敢えて語るには、勇気と智慧と力が必要です。何

故語らなければならないのか？という意図もしっ

かりと平和と繋がっていないと語り続けることは

難しいと思います。ですから、戦争の語り部の方

は人間的に立派な方が多いです。私達もそんな方々

の徳に助けられて、多くを学ぶことができました。

精霊にとってもその犠牲を教訓として活かされる

ことが、何よりのご供養になるでしょう。

私達は事実を語り継がなければなりません。そん

な意味も込めて、聞いたお話を少しシェアできれ

ばと思います。

語る事の尊さ

奉仕で市内にいて、避難道路を作る作業をしていました。心配になった、

叔父がフミさんを探しに行きました。市内には全身が焼け爛れた人達が沢

山横たわっています。叔父が歩いていくと、足を掴んで来る方がいたのです。

顔中が焼け爛れ腫れ上がってしまい、酷い状態でもう誰だか分からないよ

うな状態だったそうです。でも、叔父には分かったのだそうです。その人

がフミさんであることが。そしてフミさんは震える声で言ったそうです。

「こんな顔になってもいい？」

叔父は　「いいよ」　　と言って、奥さんを家に連れて帰ってきたのですが、

やはり直ぐに息を引き取られたのです。

川本さんは新聞に記事を投稿したり、小学校でお話をしたりしてこの戦争、

原爆の事実を伝え「平和とは？どうしたら良いのか？」と問うて来たそう

です。「やはり人は助け合うべき。貧しくても少しの食料を分け合って暮ら

してひる人達もいる。そんな心を世界中の人が持てば、良いのではないか？」

広島在住で原爆の語り部、川本悦子さん

原爆が爆発した瞬間、家の壁が黄色く光って、そのあとドカンという爆音

がして、母は吹き飛ばされました。そして、気がつくと倒壊した、家の壁

と壁の間に挟まってしまって動けない状態でした。父は何とか母を助けて

屋根の上に持ち上げることが出来ました。そして、屋根の上から、爆心地

の方から逃げてくる人々の列を見たそうです。皆、無言で、体中の皮膚が

解けぶら下がった状態で歩いて来られている方。服も焼き飛ばされてしまっ

ています。その酷い姿に、近くに来てやっと人だと分かるような方も多かっ

たのです。

父と母と兄は奇跡的に助かり避難することが出来ました。そして、三日後

に広島市内の黄金山裏の日宇那にある親戚の家に辿り着きました。そうし

ますと、そこではお葬式が行われていました。叔父の奥さんフミさんのお

葬式です。フミさんはとても美人だったそうです。原爆が落ちた時、勤労

岩国空襲を語り継ぐ会　の森脇政保さん

森脇さんはその当時、広島港沖の柱島群島に住んでいました。

そこは 7月 24 日に爆撃されました。

特に酷かったのは、子供を狙った爆撃でした。黒島への爆撃

は特に悲惨で、その時、子供達が防空壕に逃げ込んだのを確

認した米軍機は、その防空壕目掛けて 250 キロ爆弾を落とし

たそうです。防空壕は壊滅。中で子供達の泣き叫ぶ声が聞こ

えたが、空襲中で救助に行けず、最後の子供を壕から出した

のは夜 9 時を回ったのだそうです。その中にいた子供達は全

員生き埋めになってしまい、口などは土で塞がれいたそうで

す。その惨たらしい惨劇を前に親達の涙は出尽くすほど出て

しまったそうです。

そして、柱島にいた森脇さんもグラマン機の機銃で狙われ、

頭の直ぐ上を弾丸が通っていたそうです。もう少し背が高かっ

たら死んでいたのだそうです。しかし、森脇さんはその事は

当時怖くなく、神風が吹くことを信じ、特攻して死ぬのが使

命と思っていた軍国少年だったのだそうです。それで、私が「い

つ軍国少年が反戦家に変わったのですか？」と質問しました。

そうしましと森脇さんが「終戦後に戦争の事実を知るにつれ、

軍国少年は、反戦の活動家に徐々に変わっていきました」と

教えてくれました。アジアに対して日本軍が何をしたのか？

アメリカと日本はお互いが強盗。どちらが領土を取るか？争っ

ていた。そんな、真実を知り、自分の体験と照らし合わせる

と段々分かってきた。

そして、二度と戦争をしてはいけないと思うようになった。

山
口
県　

徳
山　

本
正
寺　

ご
住
職
の
戦
争
体
験
談

徳
山
に
は
海
軍
の
燃
料
基
地
が
あ
り
２
回
大
き
な
空
襲
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
１
９
４
５
年
の

７
月
２
７
日
の
夜
中
〜
２
８
日
市
街
地
が
空
襲
さ
れ
ま
し
た
。
寺
の
境
内
の
防
空
壕
に
逃
げ

た
が
火
の
手
が
迫
っ
た
の
で
、
壕
か
ら
出
て
逃
げ
ま
し
た
。
寺
に
帰
っ
て
み
る
と
お
堂
は
焼

け
て
し
ま
っ
て
跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
日
、
お
寺
の
境
内
で
遺
体
の
火
葬
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
木
を
組
ん
で
遺
体
を
一
列
に
並
べ
、
上
に
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ
て
火
を
つ
け
ま

す
。
一
番
端
の
三
体
の
遺
体
が
見
え
て
い
た
の
で
、
印
象
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
人
は
頭
に
八
角
形
の
焼
夷
弾
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
る
で
頭
か
ら
焼
夷
弾
が
生

え
て
い
る
か
の
よ
う
で
異
様
で
し
た
。
も
う
一
人
は
母
子
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
無
傷
な
の
で

す
が
、
母
が
子
を
お
ん
ぶ
し
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
煙
に
ま
か
れ
て
窒
息

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
人
は
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
服
も
焼
け
裸

の
姿
は
無
残
で
し
た
。
そ
し
て
、
火
を
つ
け
る
と
異
臭
が
辺
り
を
つ
つ
み
ま
し
た
。

次
の
日
に
火
葬
し
た
場
所
に
戻
っ
て
み
る
と
、
燃
や
す
た
め
の
木
が
足
り
な
い
せ
い
か
、
遺

体
が
燃
え
残
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
頭
蓋
骨
や
足
首
な
ど
が
転
が
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

に
も
気
の
毒
な
の
で
、
そ
の
遺
体
の
燃
え
残
り
部
を
集
め
て
、
墓
の
一
角
に
穴
を
掘
り
埋
め

た
の
で
す
。
そ
の
当
時
１
２
歳
、
良
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
戦
争
は
酷
い
！
二
度
と
起
こ
し
て
は
だ
め
だ
」

「
今
回
の
よ
う
に
法
律
が
変
わ
っ
た
ら
一
般
民
衆
の
な
ん
で
も
な
い
人
が
死
ん
で
い
く
」

ウ
ォ
ー
ク
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
儀
式
「
サ
ン
ダ

ン
ス
」
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
ダ
ン
ス
の
期
間
が
８
月
１
３
〜
１
６
日
の
お
盆
と
終

戦
記
念
日
に
ち
ょ
う
ど
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
精
霊
と
共
に
祈
り
踊
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

長
老
の
バ
ー
キ
ン
グ
ド
ッ
ク
師
が
言
い
ま
し
た
「
サ
ン
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
の
中
は
次
元
を

越
え
て
い
る
。
過
去
の
精
霊
も
、
今
の
精
霊
も
、
未
来
の
精
霊
も
共
に
あ
る
か
ら
、
深
く
祈

る
気
持
ち
に
な
れ
る
の
だ
よ
」
な
る
ほ
ど
！
そ
う
思
っ
て
祈
り
は
じ
め
る
と
、
確
か
に
精
霊

と
共
に
踊
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
思
い
や
祈
り
と
共
に
踊
っ
て
い
る

感
じ
が
し
ま
す
。
母
な
る
地
球
の
愛
と
、
木
々
や
草
花
の
愛
と
、
動
物
達
の
た
く
ま
し
さ
と

共
に
踊
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
４
日
間
断
食
断
水
で
続
け
ら
れ
る
祈
り
で
す
の
で
、
も
ち

ろ
ん
体
力
的
に
は
厳
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
ウ
ォ
ー
ク
で
浄
化
さ
れ
て
い
た
せ

い
か
、
そ
ん
な
力
と
す
っ
と
繋
が
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
最
後
は
、
精
霊
と
共
に
命
の
真

実
に
喜
び
、
感
謝
し
、
祈
り
、
踊
り
あ
げ
ら
れ
た
感
じ
が
し
て

母
な
る
地
球
と
芯
か
ら
繋
が
り
、
美
し
い
空
の
方
に
抜
け
て
い
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
気
づ
き
ま
し
た
。「
私
達
は
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
」
と
。

サ
ン
ダ
ン
ス
と
い
う
命
の
世
界
そ
の
ま
ま
の
祈
り
の
場
で
、
皆
と
共
に
目
覚
め
、
力
に
溢
れ
、

感
謝
の
歌
を
歌
い
、
踊
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

サ
ン
ダ
ン
ス
で
の
経
験

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
で
凄
く
感
じ
た
の
は
、
道
で
す
れ
違
う

方
々
の
反
応
が
今
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
の
時
と
は
大
分
違
っ

た
こ
と
で
し
た
。
歩
い
て
い
る
時
は
「
広
島
原
爆
の
火
」

を
持
ち
「
戦
没
者
供
養　

平
和
祈
願　

広
島
↓
長
崎
」
と

書
い
て
あ
る
旗
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
集
団
が
、
歩
い
て
長

崎
を
目
指
し
て
い
る
？
！
確
か
に
、
不
思
議
そ
う
な
顔
を

し
て
見
送
っ
て
い
る
方
も
多
く
み
か
け
ま
す
。

で
も
、
今
回
は
話
し
か
け
て
下
さ
る
方
が
い
つ
も
に
も
増

し
て
凄
く
多
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
事
情
を
話
す
と
、

戦
争
の
体
験
談
を
話
し
て
く
れ
た
り
、「
頑
張
れ
！
」
と
応

援
し
て
下
さ
っ
た
長
老
の
方
々
も
多
く
て
、
勉
強
に
も
な

り
ま
し
た
し
、
凄
く
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
、
そ
の
顔
と
感
じ
を
思
い
出
す
と
胸
が
熱
く
な
り

ま
す
。
戦
後
７
０
年
の
、
今
、
こ
の
時
、
社
会
情
勢
を
見

て
危
う
さ
を
感
じ
、
戦
争
の
教
訓
を
活
か
し
て
、
平
和
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！
と
い
う
思
い
が
社
会
全
体
で

盛
り
上
が
っ
て
い
る
事
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

安
保
法
案
に
反
対
し
て
、
国
会
前
や
各
地
で
デ
モ
に
参
加

さ
れ
て
い
る
方
々
の
強
い
思
い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ

う
し
て
、
な
か
な
か
動
け
な
い
け
れ
ど
も
、
同
じ
よ
う
に

戦
争
を
危
ぶ
み
、
平
和
へ
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
方
々

が
沢
山
い
ま
す
。
そ
の
方
々
の
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
思
い
に
後
押
し
さ
れ
て
平
和
は
守

ら
れ
て
い
き
ま
す
し
、
私
達
も
歩
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

そ
し
て
、
長
崎
に
ゴ
ー
ル
し
た
時
に
、
私
達
の
頭
上
に
虹

が
出
ま
し
た
。
ブ
ロ
グ
な
ど
で
写
真
を
見
て
い
た
だ
い
た

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ホ
ン
ト
に
不
思
議
で
美
し
い

光
景
で
し
た
。
多
く
の
人
の
思
い
と
、
そ
し
て
精
霊
と
大

い
な
る
も
の
に
見
守
ら
れ
て
ゴ
ー
ル
で
き
た
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
真
摯
な
平
和
へ
の
思
い
は
、
繋

が
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
！

ウ
ォ
ー
ク
の
詳
し
い
報
告
は
ブ
ロ
グ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
是
非
そ
ち
ら
も
ご
覧
下
さ
い
。

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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